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B－40　被限に付^した油性よごれ,^酸化に関するモデ･レ的研究C続報）
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　a 吟　被服1こ付－し卜油性よこれは。刄聚遭逢で除去L 鰍いたあ。被遭禅上-に残噛し，

経時的にS動酸化之れT 黄曳の原因ともリ^．皮脂よごれの酸化に関し, 脂前酸組吸が皮

脂に類似し７いるラード・牛脂をモデ･レに屋び,これらの布上での酸化濫程を崖郎した。

　方嫡　糊夜色■ 瞭脂しに木綿布( 9テ好一ぺ｡・ヨ=i27、・）を,ラーf まだI*牛陥のi淳ぶ

ベ> ゼン導友1こ最今・負恚彰冷し，巧染布ヒし配。これを, 知°C･ 佃'C・50°c 心気*器中

に雙垂しヱエ1 ジングし，蜂時吟に取りa:し"Z. ，ノッ7 スレ- 脂肪佛出～にてエ于･レエー

テ･レ乞抽iiし, 導媒噛去後り抽出亭を試科ヒしに。これら’poソ, COV , 弗役じX.ン酸ｔ

を。藁準ま脂分哲ま(こよ') 測定心酸化状飽の筰標ヒした。脂嶮峻阻収め灸化･よ，試料を

エスナ･レ交換嫡でメチ,レ化L にのち, 固'k.相にDEC-βを厠いたfrLc を行っx礦諮しに。

　鯖果　①ii 勧酸化初期綬搾の賤化程度の指檎-i' あS poし/･ふ.勁cxラードx→日目, キ

脂ぞ^r日目に最高値に逢しに。吃の復,よ徐々に低JしてとドロA" 1レオ1-シドの分暦を示啖

しだ。　　②第2次分解宝戌やの^a標りcoi/ It, povよりやや遅れ一乙噌ヵl=1し, 最高値,こ胤し

たのちの変化Iよケ４く. -pIレギュ,レリヒ骨却のな吏性を示しに。④共役ジエ> 酸令4 の変

化･よ，POし/<ヽ吻/Joヒよく対/だしに。④構戎脂階級・うち, ぞ飽和fi.2. <nリノ- n^酸･刹

如'C でラード・牛脂ともに10 日葬, 如°cx I*ラード庁岡目, 午脂妬凹目|こ嫡瓢しに。これ

･z｡比X 乙下飽和茂1 のオレづン緞・）酸北分解左岸･ふ，かな') f ろヤか七あった。　胎ラ

ードと干si <^鏃仁左岸を。勁゜c ぬ酸化初期の即い変化でtt較す^ ヒ,ラードI* 牛脂の約S-

倍忿あった。　⑥酸仁速茂に艮ぼ才遺ﾉ隻の影饗･札3o°c＜卯しく如七わ/ilこ九叱IあっPz.,




